声明　　臨時国会での改憲発議を許さないために
　　　　　　　　　　　　　　　　　早期に3000万人署名を達成しよう！
　
安倍首相は8月12日、山口県下関市内で講演し、「自民党としての憲法改正案を次の国会に提出できるよう、取りまとめを加速すべきだ」と改憲に向けた意欲を示しました。総裁選を乗り切り、「少数会派の意見も尊重し、円満かつ公正公平な運営」等の憲法審査会で継承されてきたルールを無視して、一気に臨時国会で改憲発議を強行する危険性があります。
　また、朝鮮半島での平和への激動という新しい情勢のもとでも、安倍政権は根拠を失った「イージス・アショア」設置等の大軍拡、沖縄・辺野古への新基地建設の強行、オスプレイ本土配備等、9条改憲と並行して「戦争する国」づくりに躍起になっています。
　こうした中、故翁長沖縄県知事の遺志を受け継ぎ、沖縄知事選に勝利することが、直面する重要な課題です。
　先の第196回国会では、自民党は憲法審査会を動かそうと、国民投票法改正案を提出しましたが、広範な国民のたたかいと野党共闘により、審議入り・採決を断念させました。そして、安倍首相・自民党が狙った改憲論議を阻止しました。それは国民の中へ「安倍9条改憲ＮＯ！」の対話を広げ、報告集約数で1800万人に到達した3000万人署名の力です。様々な世論調査では「安倍政権下での9条改憲反対」が多数を占めています。
私たちは、これらを確信に、憲法9条改憲に反対する市民の共同をさらに広げ、3000万人署名を早期に達成させなければなりません。このとりくみは市民と野党の共闘を強め、来年の統一地方選挙、参院選で改憲勢力を少数に追い込む上でも重要です。
　臨時国会における改憲発議を阻止し、安倍内閣を退陣に追い込み、朝鮮半島と北東アジアの平和・非核化を後押しする3000万人署名の大きなうねりを、この秋再度創り上げることは極めて重要です。そのため、憲法会議は次のとりくみを呼びかけます。
一、体制と計画をさらに強化し、これまでの経験を生かして、一人でも多くの署名推進の担い手を増やし、全戸訪問や街頭宣伝、友人・知人への訴えなど、あらゆる努力で3000万人署名を達成しよう。
一、夏の憲法講座ＤＶＤ（渡辺治氏の講演・穀田恵二衆院議員の国会報告）、「月刊憲法運動」9月号を活用し、大小無数の学習会を開き、安倍9条改憲の危険性と3000万人署名の意義を、さらに多くの国民に広げよう。
一、憲法ポスターを貼りめぐらし、スタンディングやビラ配布、宣伝カーの運行など宣伝活動を強めよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018年8月28日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲法会議（憲法改悪阻止各界連絡会議）
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町2-10　神保町マンション202
℡03-3261-9007　Fax03-3261-5453　メールアドレス：mail@kenpoukaigi.gr.jp
